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語句の意味・知識

接続語

語句

文章

内容説明

理由説明

表現説明

内容一致

内容一致

主張・論旨

特徴

文章整序

脱文挿入

入試対策
1月12月11月10月9月8月7月6月5月４月

基本・標準を中心とした学習 過去問を中心とした演習
公募 ❶❶ ❷❷ ❸❸

一般 ❶ ❷ ❸

大問３題小問数37～44問。大問の構成は全日程共通。小問数は公募のみ2023年度より微増している。【一】【二】は文章読解問

題で、公募はどちらも説明的文章、一般は前者が説明的文章、後者が随想文を題材とする。【三】は知識問題。 

知識問題の設問数は、公募で約３割、一般で約４割と高い割合を占める。文章読解問題では、空所補充問題が設問数の約６割を

占める。単語から一文まで、空所にあてはめる内容は様々。本文の内容一致問題も頻出。頻出問題の形式には慣れておきたい。

2025年度では、脱文挿入問題（１月22日）や、文学史問題（１月23日）なども出題されている。今後、注意が必要。

公募では文章整序問題が必出。

国語 試験時間：
英語と合わせて90分公募

満点：100点 解答方式 ： マークセンス方式
60分一般

知識問題の比重が高いことを踏まえると、語彙力はもちろんことわざや慣用句、四字熟語などの国語知識も早くか
ら取り組んでおきたい。知識が増えると読解力にも役立つので一石二鳥である。評論文（論説文）は筆者の主張を論
理的に読んでいくことを常に心がけて取り組むこと。随筆文は筆者の経験と筆者の意見を区別して読んでいくこと。
そして空所補充問題と内容説明問題、さらに理由説明問題が多くを占めているので、これらの問題に慣れて、解き方
を確立しておくこと。基礎レベルの問題集を早いうちに２～３冊仕上げておきたい。

①基本的な語彙力、
　読解力の定着

まずは公募を念頭に置いて取り組もう。公募の問題パターンに慣れると同時に攻略できるように練習を積んで
おきたい。出題傾向はほぼ一定なので、過去問を入手し、できる限りこなしておきたい。さらに一般の問題にも
着手しておけば準備万端であろう。とにかく両入試ともに出題傾向を掴みやすいのでその傾向に合わせた対
策を十分に積んでおくことが大事である。

②出題傾向を
　ふまえた対策

公募・一般ともに試験当日まで、知識と読解の力を積み重ねておくことが重要である。知識問題はあらかじめ準備
できるものが多いので、たくさんの問題に取り組んでおくと有利である。過去の問題に限らず、知識問題を集めた
問題集も有効である。他大学の知識問題だけを取り出してこなすのもとても参考になるだろう。また、読解問題で
は、筆者の主張を掴む読み方ができているか確認すると同時に、頻出問題の解き方も定着させておこう。さらにさ
まざまな文章ジャンルから出題されるので、幅広くジャンルにこだわらず文章を読んで、そのジャンルの知識も蓄え
ておくと、初めて読む文章の読解にかなり役立つ。試験開始までたゆまない努力をしておくことが入試を突破する
秘訣である。

③入試までの
　最終確認

公募・一般ともに知識問題の占める割合が高い
文章読解の大問は空所補充問題が約６割、全体に関する内容一致問題も頻出
脱文挿入問題など、出題形式が多様化

おすすめの大問別
解答順序と時間配分

【三】（７分）→【一】（24分）→【二】（24分）→＜見直し＞（５分）
原則として、どのような試験でも、知識問題→読解問題へと移行していくと時間を上手く使いやすい。
【一】と【二】の順序は得意な方を先に取り掛かるのがよい。

2025年度  問題分析（分析対象日：2025年１月22日）

問 出題内容 分析・解法のポイント 小問数 配点

【一】 11 45点

古代ギリシアの民主政（民主制）と比較しながら近代民主政のあり方
を歴史的に論じている。空所補充問題と傍線部問題で問題の約８割を
占めている。語彙力も、的確に内容を理解する力も試されている。ま
た、脱文挿入問題も出題があった。文章の論旨を正しく掴む力が求め
られる。

11 35点【二】

15 20点【三】 漢字・形容動詞・四字熟語

筆者がパートナーとの同居をきっかけに「ジェンダー」について考えさ
せられるようになった経験をもとに書かれた随筆文である。自らの経
験がベースになっているので文章自体は読みやすい。ただし、ところど
ころ硬い表現が用いられていた。【一】の問題より空所補充問題と傍線
部問題が多く、およそ９割を占めていた。随筆文は筆者の経験をベース
に筆者の意見が述べられるので、経験と意見を区別して、筆者の言い
たいことを読み取ることを重視したい。

【三】の知識問題は全ての日程で形式が共通。漢字書き取り問題は５つか
ら選択。残り10問が語句知識の問題で、５問ずつ２パターン出題される。
分析対象日の22日は形容動詞の語幹の熟語を選択する問題と、四字熟
語を作る際に不要な１字を選ぶ問題が出題された。頻出の知識を問うも
のであるため、暗記はもちろんのこと、この出題形式に合わせた演習問
題を繰り返し行い、知識の定着をはかること。

問題構成（大問数３題／小問数37問） 【一】評論文（総合問題）

【三】知識問題【二】随想文（総合問題）

【合格目安】
正答率 58～62％

『古代ギリシアの民主政』
橋場弦

『男性としてジェンダー史を
はじめること』
山本浩司

出題傾向表（過去３年間）

【国語】
2025年度 2023年度～2025年度

単元別出題率一般公募

出題率 ０ 50 10011/９ 11/10 11/11 １/21 １/22 １/23 １/31
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2025年度  問題分析（分析対象日：2025年１月22日）

入試対策
１月12月11月10月９月８月７月６月５月４月

基本・標準を中心とした学習 過去問を中心とした演習
公募 ❶ ❷ ❸

一般 ❶ ❷ ❸

英語 試験時間：
国語と合わせて90分公募

満点： 100点 解答方式 ： マークセンス方式
60分一般

出題傾向表（過去３年間）

全体概観

公募
問題数：長文、会話文、語彙問題の計３題（小問数30問）。大問数、小問数ともに2024年度から変化はなし。
出題形式：空所補充と下線部を問う問題形式が８割程出題。長文は内容理解を問う問題が半数以上を占め、会話文は文脈把握を
問う形式が主である。

一般
問題数：長文、会話文、語彙問題に、グラフ問題が加わり計４題（小問数38問）。大問数、小問数ともに2024年度から変化はなし。
出題形式：長文は内容理解を問う問題が半数以上を占め、会話文は定型表現が多く出題された。グラフ問題が例年通り出題。

空所補充、下線部を問う問題の対策は入念に
読解力の強化を
一般はグラフ問題が頻出

【I】 【II】

【III】 【IV】

問題構成
（大問数４題／
小問数38問）

【合格目安】
正答率 54～60％

文章量は、2024年度と大きな変化なし。 題材は、イタリアの国営鉄道会社フォンダン
ツィオーネFSが行ったプロジェクトがもたらす都市部以外への好影響を数名の立場か
ら述べている英文。同意語句を選ぶ問題ではイディオムの知識そのものというより、文
脈から判断する力が問われている。内容把握問題では選択肢の固有名詞等をヒントに
本文での該当箇所を探し出し、選択肢と丁寧に照合していくことが鍵となる。

「イタリアの
鉄道再開発
による影響」

３文で構成される会話文中の空所に適する１文を選択する問題。
What a coincidence!「なんて偶然！」、What a shame!「残念だ！」といった
会話定型表現の理解も問われているので、会話表現をまとめた章には目を通して
おこう。また、解く際には“空所にどのような流れの表現が必要か”の予測を立
ててから選択肢を選びたい。

会話文

１つの空所に適する語句を選択して１文を完成させる問題。標準レベルの文法や
語法の理解と、単語や熟語の知識が問われる。難解な語や文の構造の理解を問う
問題は出題されない。文法では動詞周辺の単元（不定詞、動名詞、時制、助動詞）
から取り掛かり、仮定法や関係代名詞も丁寧に仕上げておきたい。語彙の問題で
は前置詞を含む熟語を問う問題が出題されている。普段から前置詞にも気を配り
ながら様々な表現を学習しておきたい。

文法、語法、
語彙の
空所補充問題

グラフの内容と一致する英文となるように、空所に適する語句を選択する形式の問題。
まずは表題に目を通し何のグラフかを把握する。設問ではグラフに表れている項目と一
致する表現と数値をチェックしながら読み進めていく。例えば、問（２）ではless
often「あまり頻度は高くない」とonce a day「一日一回」、exactly the same「まった
く同じ」を手掛かりにグラフを参照しながら考えていく。one-third「３分の１」、two 
percent higher「２パーセント高い」のような数字に関わる表現にも慣れておきたい。

「若者の
アプリ使用状況を
表すグラフ」

問 出題内容 分析・解法のポイント 小問数 配点

10 40点

11 22点

12 24点

５ 14点

単語：標準レベル（1000語程度）の単語帳を復習を入れながら覚える。
文法：特に準動詞（不定詞・動名詞・分詞）、仮定法、関係詞、助動詞周辺について演習を入れながら理解する。構文

を用いて学習するのもよい。
長文：600語程度の英文を数多く読む。グラフを用いた問題もこなす。

弱点克服：直前１か月は②の期間でやったことをもう２周はしたい。そこで間違える問題は本番でもミスして
しまう可能性がある“宝”である。徹底的に仕上げておきたい。

時間配分：過去問題を当日の試験時間帯に合わせて解き、本番同様のシミュレーションを繰り返す。ここで
時間配分の最終調整を行う。

①基礎力の強化

②過去問で弱点の
　確認と対策

③入試までの
　最終確認

【I】

【II】

【III】

【IV】

単語：単語帳は２周目を進めつつ、問題を解いて出てきた未知語をまとめていく。
文法：過去問題を解いて出てきた単元から随時復習していく。
長文：過去問題演習で間違った設問の原因を考えながら学習を進め、未知語や不明箇所がなくなるまで何度も読

み直す。

おすすめの大問別
解答順序と時間配分

【Ⅲ】（８分）→【Ⅱ】（９分）→【Ⅰ】（30分）→【Ⅳ】（８分）→＜見直し＞（５分）
スタートは知識問題から解き始めるとよい。【Ⅲ】は文法や語彙を問う知識問題であるため優先的に
解き、【Ⅱ】や【Ⅰ】の会話文と長文読解で徐々に語数の長い英文に慣れていき、最後に他大問とは形
式の違うグラフ問題にとりかかる。

長文読解（総合問題） 会話文（適文補充）

文法・語法（空所補充） グラフ問題（空所補充）
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長
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法

グラフを用いた空所補充問題

接続・ディスコースマーカー

単語・語彙・イディオム

文法・語法

文挿入

指示語等内容

同意表現・多義語・類語

内容一致

語句整序

和文英訳

英文和訳

文整序・パラグラフ整序

文法・イディオム・語彙

定型表現型

その他の文脈判断

文法・語法

イディオム・語彙

同意表現

誤文訂正

語句整序

和文英訳

和文英訳

英文和訳

発音・アクセント

空所補充

空所補充

下線部

本文

空所補充
（セリフ）

2025年度 2023年度～2025年度
単元別出題率一般公募

出題率 ０ 50 10011/９ 11/10 11/11 １/21 １/22 １/23 １/31

段落指定あり

段落指定なし

表題・テーマ・主張

内容

一致
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出題傾向表（過去１年間）

全体概観

1月12月11月10月9月8月7月6月5月４月
基本・標準を中心とした学習 過去問を中心とした演習

一般 ❶ ❷ ❸

日本史 試験時間：60分 満点： 100点 解答方式 ： マークセンス方式

全日程ともに大問３題【Ⅰ】古代・中世から14問、【Ⅱ】近世から10問、【Ⅲ】近現代から18問の計42問の小問で構成。標準的な難

易度の問題で構成されているが、文章の選択問題には難しいものもあり、教科書の熟読が必要である。よって基本的な問題でし

っかり正答しておきたい。 

近年、原始時代(弥生以前)からの出題はないが、その他の時代は満遍なく出題され、様々なテーマを軸に政治・経済・外交に関す

る問題が幅広く扱われている。直前期にはテーマ学習で総まとめをするのも有効である。 

どの大問も最低１問の史料問題が出題されている。教科書レベルの基礎史料が多く、空欄補充や史料内容の読解を試すものもあ

る。日頃の学習から史料集を熟読し、直前には史料問題対策に取り組んでほしい。 

2025年度は原始時代（弥生以前）からの出題無し
政治・経済・外交史を扱った問題が頻出
各大問に必ず史料問題あり

2025年度 2025年度
単元別出題率一般

1/21

※2025年度入試より「日本史B」から「日本史探究」となりましたので、１年分の出題率となります。

出題率1/22 1/23 1/31

旧石器文化・縄文文化・弥生文化

古墳文化とヤマト政権

律令国家の形成

平城京と平安京

摂関政治と国風文化

院政と武士の成長

平氏の台頭と鎌倉幕府の成立

鎌倉幕府の衰退と鎌倉文化

室町幕府の成立と衰退

信長・秀吉政権と桃山文化

江戸幕府の成立

幕政の改革

開国と幕府の滅亡

明治維新と文明開化

立憲国家の成立

日清戦争と日露戦争

第一次世界大戦とワシントン体制

政党内閣の成立と市民文化

軍部の台頭と第二次世界大戦

占領下の改革

日本の復興と国際復帰

経済大国と激動する世界
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25%

50%

75%

75%

25%

75%

100%

100%

0%

100%

100%

25%

25%

100%

100%

75%

100%

50%

75%

100%

50%

原
始

古
代

中
世

近
世

近
代

現
代

問 出題内容 分析・解法のポイント 小問数 配点

【I】 14 35点

ヤマト政権下の6世紀頃から10世紀までの地方支配、中世(鎌倉・室町時代)の守
護の動向、戦国大名の領国支配などをテーマに政治史を中心に出題されている。
全体的に難易度は標準的である。史料問題は基本的な知識と読解で対応する問
題。また史料中の空欄補充の正誤も試されているが、これも基礎的知識で対応で
きる。教科書と合わせて史料集を確認し、基本的用語の意味を確認しながら、政
治史における時代ごとの特徴に留意して覚えることが大切である。 

10 25点【II】

18 40点【III】

古代～中世の
地方支配(政治史) 

江戸時代の
法制史(政治史) 

近現代の経済史  

江戸幕府の法制史をテーマに、幕藩体制確立期や享保・寛政改革期の内容が問
われ、また歴史書編纂という文化史の内容も盛り込まれた問題。全体的に難易
度は標準的である。史料文を判断する問題もあり、幕政改革における法令の史料
を確認できているかが問われている。歴史書編纂の文化史の内容でどれだけ正
答できるかがポイント。文化史の学習を怠っていなければここで得点できるは
ず。問題数は【Ⅰ】より少ないが、近世は政治だけではなく経済・外交・文化など
が絡まった問題も多いので、しっかり対応できるかがポイント。 

明治期の財閥の成長をベースにした経済、第一次世界大戦中の大戦景気、満州事
変後の重化学工業の発達、戦後の高度成長と公害問題などをテーマにした問題。
経済史をテーマにしながらも、設問は政治・文化・社会にも展開しており、総合的知
識が問われている。全体的に難易度は標準的であるが点差のつく問題である。明治
時代の四大財閥や昭和前期の新興財閥の内容など、入試定番の内容であるが受験
生の苦手分野である。また「長岡半太郎」「キング」など文化史の内容もタイムリーに
盛り込まれているため、点差がつく問題である。近現代の文化史は特に学習の遅れ
が目立つ分野なので注意してほしい。本学の日本史問題において、近現代史はもっ
とも問題数が多く、攻略において一番重点を置かなければならない時代である。 

問題構成（大問数３題/小問数42問） 【I】 古代・中世（総合問題）

【III】近現代（総合問題）【II】近世（総合問題）

【合格目安】
正答率 55～61％

夏休みの終わりまでには、教科書、史料集などを用いて全時代の学習を一通り終わらせ、日本史の全体的な流れをつか
んでおくことが望ましい。教科書をベースに基礎的知識を付けておけば入試には対応できる。政治史を中心に経済・外
交・文化など好き嫌いなく広く基本的な知識を固めておこう。学習の際は、学校のノートやプリント類、塾・予備校に通っ
ている人はそのテキストなどをまとめのアイテムとして利用するとよい。特に近現代は問題数が多く、学習が遅れている
と高得点は望めない。本学入試突破の生命線だと思って早めに取り組んでほしい。 

普段の学習から、アウトプットを意識した取り組みをしてほしい。教科書などを熟読し、必要事項を暗記・理解するとともに(イン
プット)、用語チェック的な問題集を利用して解答できるようにしよう(アウトプット)。アウトプットできていないと暗記・理解したこ
とにはならない。簡単な問題集でよいので「覚える、答える」のトレーニングを積んで、入試に備えよう。なお、問題集は一問一答
形式より、文章で構成されて流れが理解できる用語チェック問題集の方がよいであろう。 

11月からは入試問題演習や本学の過去問演習を徹底的に行おう。入試では過去の問題と類似した内容も出題される
ことも少なくない。年度にこだわらずできるだけ多くの過去問を演習しておくとよい。誤答した用語・内容は教科書や
まとめのアイテムに戻り、必ずチェックしてインプットしなおそう。また、過去問演習を通じて本学の出題形式や出題
傾向をつかむこともでき、直前には予想を立てることも可能である。なお、出題形式が似ている他大学の入試問題を
活用するのも有効的である。  

①全時代の通史の
　学習を早めに
　完了させる

②インプットと共に
　アウトプットを
　意識した演習

③過去問演習の
　徹底

おすすめの大問別
解答順序と時間配分

【Ⅰ】（18分）→【Ⅱ】（15分）→【Ⅲ】（22分）→＜見直し＞（5分）
問題は取り組み易い形式なので、時間が足らなくなることはないが、【Ⅲ】は問題数が多いので、余裕をもっ
て臨めるようにしたい。ただマークセンスのズレを防止するため、基本的には【Ⅰ】・【Ⅱ】・【Ⅲ】の順番通りに
解答するほうがよいであろう。また史料問題や正誤問題が多いので、文章の読み間違いには注意が必要で
ある。見直しの時間も確保しよう。

2025年度  問題分析（分析対象日：2025年1月22日）

入試対策

0 50 100

日本史
（日本史探求含む）【 】
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１月12月11月10月９月８月７月６月５月４月
基本・標準を中心とした学習 過去問を中心とした演習

一般 ❶ ❷ ❸

2025年度  問題分析（分析対象日：2025年１月23日）

入試対策

全体概観

出題傾向表（過去１年間）

世界史 試験時間：60分 満点： 100点 解答方式 ： マークセンス方式

例年と同様に全日程ともに大問３題が出題されており、難易度は基礎・標準的である。【Ⅱ】については、日程によって出題形式が

異なる。幅広い地域や時代から満遍なく出題されるため、どこが出題されても対応できるようにしておきたい。また、全体的な傾

向として20世紀以前の出題率が高い。

本文を基に穴埋め問題、下線部の用語や説明文に関連した問題が出題されている。また、地図問題が全日程で出題されている

ため、用語を覚えるだけではなく資料集などを活用して地理的な内容まで押さえておくとよい。また、年代整序問題も全日程で

出題されており、時代の流れを正確に把握しておく必要がある。

20世紀以前の出題率が高い傾向にある
アジア、イスラーム、ヨーロッパなど幅広い地域や時代からの出題
地図問題や年代整序問題が全日程で出題

2025年度 2025年度
単元別出題率一般

１/21 出題率 ０ 50 100１/22 １/23 １/31

先史の世界 

オリエントと地中海世界 

アジア・アメリカの古代文明 

内陸アジア世界・東アジア世界の形成 

イスラーム世界の形成と発展 

ヨーロッパ世界の形成と発展 

内陸アジア世界・東アジア世界の展開 

アジア諸地域の繁栄 

近世ヨーロッパ世界の形成 

近世ヨーロッパ世界の展開 

近代ヨーロッパ・アメリカ世界の成立 

欧米における近代国民国家の発展 

アジア諸地域の動揺 

帝国主義とアジアの民族運動 

二つの世界大戦 

冷戦と第三世界の独立 

現在の世界

 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

●

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

●

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

 

● 

●

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

 

● 

● 

● 

● 

●

０% 

75% 

100% 

100% 

50% 

100% 
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100% 

100% 

50% 

50% 

100% 

50% 

75% 

100% 

75% 

50%

問 出題内容 分析・解法のポイント 小問数 配点

【I】 15 35点

主に近世以降のヨーロッパ史から出題されている。基礎的な難易度の問題が
大半である。問６のプラッシーの戦いが起こった地域を問う問題をはじめとし
た地図問題は全日程で出題されており、資料集などを用いて世界史上の重要な
戦いがどこで起こったのかを確認しておくとよい。また、単純な穴埋め問題や
知識問題だけではなく、問７のようなフランス革命中の出来事を並び替える年
代整序問題も出題されているため、歴史の流れを正確に把握しておくべきであ
る。また、正誤問題については、どこが誤っていて、どうすれば正しくなるのか
を指摘できるようにしておきたい。

10 30点【II】

15 35点【III】

ヨーロッパの
17世紀以降の戦争

仏教の歴史

人々の移動

仏教の歴史について南アジア・東南アジア・東アジアなどから出題された。全
て３択であるため、４択が基本構成の他の大問と違い、比較的解きやすい出
題形式である。文章中の誤っている箇所を選ぶ問題であるため、用語や人物及
びそれらの関連知識や関係性を深く理解して整理しておく必要がある。難易
度は基礎的であるため、流れや用語の覚え間違いだけは注意しておきたい。

古代から現代にかけて、他地域にわたって出題されている。全体的に基礎的な
問題であるが、問１のような小アジアの歴史のように、特定の地域について言及
する問題は頻出なので、古代から現代に起こった重要事項を日頃からまとめて
おくとよい。また、問７のような２文正誤問題は、４文正誤問題とは違い消去法
が使えないため、歴史事項を確実に理解しておく必要がある。人々の移動とい
うテーマは、大学入試においてよく出題されるので、そのテーマに関連する事
項も確実に把握しておきたい。

問題構成（大問数３題／小問数40問） 【I】 ヨーロッパの17世紀以降の戦争（総合問題）

【III】人々の移動（総合問題）【II】仏教の歴史（総合問題）

【合格目安】
正答率 54～60％

10月頃までには、教科書、一問一答集、用語集、資料集を用いて全単元を最低限一周し、世界史の全体的な流
れをつかんでおくことが望ましい。その際、各国の縦の歴史と外交的な横の歴史をそれぞれ整理して暗記するこ
と。頻出の中国史については、古代文明から清代まで一貫して学習し、各時代の事項と流れの正確な把握を意
識すること。

①全時代の通史の
　学習を早めに
　完了させる

11月以降はアウトプットを重視し、自分の苦手な単元を見つけるところから始める。また、一問一答集で忘れ
ている用語を確認することが望ましい。12月半ばまでには、入試問題として頻出である形式の問題の対策を
するために、マーク式の問題集を用いた演習を繰り返し行うこと。その際、間違えた問題は教科書に立ち返っ
て復習し、正解できた問題についても他の選択肢の誤っている箇所を明確に指摘できるかを確認すること。

②苦手克服と
　問題集で演習

12月半ばからは過去問演習を徹底的に行う。入試では、数年前の問題から繰り返し出題されることも多いため、
前年度の問題だけではなく、少なくとも2～3年前の過去問も解いておくべきである。また、過去問演習では単に問
題を解くのみではなく出題形式や出題傾向を把握しておくとよい。また、穴埋め問題が出題されていることからこ
の時期であっても一問一答形式の問題集の反復は有効である。

③過去問演習の徹底

おすすめの大問別
解答順序と時間配分

【Ⅰ】（15分）→【Ⅱ】（15分）→【Ⅲ】（15分）→＜見直し＞（15分）
大問ごとの出題分野が固定ではないため、初めから順に解くとよいが、この順番は絶対ではなく、苦
手単元が出題された場合は解ける問題から解き、その都度解く順番を変更するとよい。

※2025年度入試より「世界史B」から「世界史探究」となりましたので、１年分の出題率となります。

世界史
（世界史探求含む）【 】
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2025年度  問題分析（分析対象日：2025年１月23日）

入試対策
１月12月11月10月９月８月７月６月５月４月

基本・標準を中心とした学習 過去問を中心とした演習
一般 ❶ ❷ ❸

政治・経済 試験時間：60分 満点： 100点 解答方式 ： マークセンス方式

全日程ともに大問３題、大問１題につき設問数13問、合計39問で統一され、政治・経済・国際の各分野から１題ずつ出題。60分で

十分に解答できる。全体的な難易度は標準レベル。

教科書をしっかりと学習すれば、合格点には十分到達することができる。

やや難しいと思われる設問は１割ほどである。教科書の欄外や図表、グラフなどにも目を通しておこう。その際、語句を覚える

だけではなく、メカニズムや背景まで理解しておく学習が必要である。

すべての日程でⅠ政治・Ⅱ経済・Ⅲ国際分野の順で出題
ほとんどの問題は教科書レベルで解ける標準的な問題
わずかながら、詳細な知識を要する問題も出題されている

【政治・経済】
2025年度 2023年度～2025年度 単元別出題率

１/21 １/22 １/23 １/31 出題率 ０ 50 100

政
治

経
済

民主政治の
基本原理

日本国憲法と
民主政治

日本国憲法と
基本的人権

日本国憲法と
政治機構

現代日本政治の
課題

国際政治と日本

日本の平和主義と
国際平和
経済社会と
経済体制

現代経済の
しくみ

現代経済と
福祉の向上

国民経済と
国際経済

民主政治のあゆみと基本原理
世界の政治体制
日本国憲法の成立

日本国憲法の基本原理
基本的人権の保障
法の下の平等
自由権
社会権

人権を確保するための権利（参政権・請求権）
新しい人権

人権の国際的保障
国会
内閣
裁判所
地方自治

行政機能の拡大とその民主化
政党政治と選挙（戦後日本の政治過程を含む）
世論と現代政治（マスコミ・大衆運動などを含む）

国際社会の成立と発展
国際連合

第二次世界大戦後の国際社会の動向
国際平和の課題（軍縮・民族問題）
日本の平和主義と安全保障

日本外交のあゆみと日本の国際的課題
資本主義の発達と変容（経済学説を含む）
社会主義経済の変容と新たな動向

現代の市場と企業
国民所得と国富

景気変動と経済成長
金融
財政

日本経済のあゆみ
食糧・農業問題

資源・エネルギー問題
環境問題
都市問題
物価問題
消費者問題
中小企業問題
労働問題
社会保障

国際経済のしくみ（貿易・国際出支など）
第二次世界大戦後の国際経済のあゆみと現状

南北問題
地域的経済統合

国際経済における日本の役割
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66.７%
50%

16.７%
75%

41.７%
25%

33.３%
41.７%
８.３%
16.７%
33.３%
41.７%
50%

41.７%
25%

33.３%
50%

33.３%
41.７%
58.３%
75%
50%
25%
25%

41.７%
８.３%
83.３%
25%

58.３%
50%

58.３%
50%
25%
25%

33.３%
16.７%
８.３%
25%
８.３%
58.３%
50%

66.７%
75%

58.３%
41.７%
８.３%

問題構成（大問数３題／小問数39問） 【I】 政治分野（総合問題）

【III】国際分野（総合問題）【II】経済分野（総合問題）
【合格目安】
正答率 55～62％

問 出題内容 分析・解法のポイント 小問数 配点

【I】 13 33点

戦後の日本の政党政治について述べたリード文からさまざまな政治に関する知識を
問うている。歴代内閣総理大臣や世界の政党政治、新旧憲法の比較、国民主権、55
年体制、国会、内閣、国会審議活性化法、「政治とカネ」をめぐる問題などである。問
８はめったに出題されないデータ（世論調査の結果）の読み取り問題である。丁寧に
見ていけば必ず解ける。問11の国家基本政策委員会の設問は「総理大臣と野党党首
の党首討論」を選ぶのだが、ほかの選択肢が紛らわしく、やや難しくなっている。

13 33点【II】

13 34点【III】

政党政治と
民主政治

日本の
農業問題と
地球環境問題

新興国の
台頭と
国際社会

経済分野からの出題ではあるが、ほぼ日本の農業問題について述べられたリード文で
ある。少し地球環境問題にも触れている。設問は日本の農業の問題点と現状に関する
ものが８問、地球環境問題と資源に関する設問が５問で構成されている。トレーサビリ
ティやスマート農業、レアメタルといった近年の語句の理解を必要とする設問も出題さ
れている。問２は自給率の図表から「野菜」のグラフを選ぶ設問であるが、教科書の図
表やグラフも正確に把握しておかねばならない。

国際分野からの出題で、新興国の台頭と国際社会の様々な変化や問題点を述べた
リード文である。冷戦期の社会主義国の動向や国際連合、冷戦終結などの従来から
の設問も出題されているが、BRICSやビッグデータ、フィンティック、暗号資産、ポ
ピュリズムといった近年の用語も出題されている。また主要先進国や新興国の近年
の動向を問う設問もあり、時事的な問題にも対処できなければならない。問10のクズ
ネッツ曲線の設問は難しい。全体的にやや難しい。

政治・経済・国際の各分野から出題されているので、すべての分野を学習する必要がある。また、教科書に準拠した
標準的な問題が多く出題されるので、まずは教科書を一読して、すべての内容をしっかりと理解しよう。そして、教科
書で太文字などになっている重要語句を暗記しよう。次に重要語句の前後の文脈も理解しながら学習しよう。また、
教科書の欄外に示されている語句なども問われることがあるので、見落とさずに学習しておこう。さらに計算問題や
図表やグラフの読み取り問題にも対処できる学習も必要である。

①教科書の内容を
　徹底的に
　理解しよう

教科書を学習していてわからない用語や難解な用語が出てきたら、すぐに調べられるように用語集を用意してお
くと便利である。自分が気に入った用語集でよい。そして、教科書で学習した事柄についての理解を深めるため
に、また時事問題対策として、資料集なども積極的に活用してほしい。

②用語集や資料集を
　利用しよう

夏以降は知識を定着させるために、多くの演習問題を解いてほしい。教科書の内容を確認できる基礎的な問題集が
よいだろう。その後、本学の過去問を解こう。過去問を解くことで実力を試すことができるとともに、傾向もしっかりと
つかむことができる。そして入試直前期は、新たな知識を得ようとするのではなく、今まで学習してきた内容の総復習
をしよう。また時事問題の対策として資料集を活用し、さらに昨今のニュースにも気を付けておこう。

③過去問演習と
　総復習

全体概観

出題傾向表（過去３年間）

おすすめの大問別
解答順序と時間配分

【Ⅰ】（15分）→【Ⅱ】（15分）→【Ⅲ】（20分）→＜見直し＞（10分）
やや難易度が高い【Ⅲ】に長めの時間を割り当てているが、全て択一式であるため、所要時間に大差
はない。そのため、難易度や自身の能力に応じて柔軟に時間配分することを心掛けたい。うっかり見
落としすることもあるので見直しの時間も必要である。

問
題
の
傾
向
・
分
量
・

難
易
度
の
分
析
、
対
策
・
今
後
の
勉
強
法

問
題
の
傾
向
・
分
量
・

難
易
度
の
分
析
、
対
策
・
今
後
の
勉
強
法
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入試対策
１月12月11月10月９月８月７月６月５月４月

基本・標準を中心とした学習 過去問を中心とした演習
公募 ❶❶ ❷❷ ❸❸

一般 ❶ ❷ ❸

数学

ここ数年、２次関数、図形と計量、確率の分野から、１分野１大問ずつ出題されている。また、前期日程では3問程度の小問集合が出

題されている。

マーク式であり、難易度は教科書の例題のレベルから章末問題のレベル。

小問集合以外は、誘導形式で問題が出題されており、前から順に解き進めていく。

数と式

２次関数

図形と
計量

データの
分析

場合の数

確率

図形の
性質

整数の
性質

整式・実数・１次不等式

集合・命題

２次関数のグラフ

２次関数の最大・最小と決定

２次方程式・２次不等式

三角比

正弦定理・余弦定理

三角形の面積

空間図形への応用

データの代表値

四分位数と分散・標準偏差

データの相関

集合の要素と個数

場合の数・順列

組合せ

確率の基本性質

独立試行・反復試行

条件付き確率

三角形の性質

円の性質

空間図形の性質

約数と倍数

ユークリッドの互除法と不定方程式

n進法と分数・小数

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

93.３%

０%

60%

80%

20%

80%

100%

93.３%

６.７%

40%

33.３%

６.７%

０%

40%

26.７%

80%

40%

26.７%

13.３%

20%

０%

26.７%

13.３%

０%

I

I

I

I

A

A

A

A

【数学】
2025年度

2023年度～2025年度
単元別出題率

公募 一般

11/10 出題率 ０ 50 100１/21 １/22 １/23 １/31

2025年度  問題分析（分析対象日：2025年１月22日）

問題構成
（大問数４題／
マーク53個）

【合格目安】
正答率 55～61％

係数に定数αを含む放物線Cに関する問題が出題されている。（１）はCがx軸と２
交点をもつαの範囲を求め、２交点間の距離を求める問題。（２）は（１）で求めたα
の値におけるCを、原点を通るように平行移動する方法。教科書の例題レベルで
ある。他日程では、最大値・最小値の場合分け、解の配置、絶対値を含むグラフな
ど、様々な２次関数の有名問題が出題されているため、このあたりの対策はしっか
りしたい。

三角形の各辺の長さから余弦定理を用いて、ある角の角度を求め、正弦定理から外接
円の半径を求める。その後、外接円周上に点を取り、円の内接四角形の対角の和の条
件から、辺の長さや四角形の面積を求める問題が出題されている。小問数や空所は多
くないが、正弦定理・余弦定理、三角形の面積の公式などの基本的な知識が必要とな
る。難易度は易しい。図形問題は実際に図を描いてみて、情報を整理するとよい。正確
な図が描けると、よりイメージしやすくなるため、日頃から辺の長さや角の大きさに注
意しながら、丁寧に図を描くように心がけるとよい。

（１）では３人でじゃんけんをして特定の１人が勝つ確率を求める。じゃんけんでは、
（勝、負）=（グ、チ）、（チ、パ）、（パ、グ）と勝負が決まるときの手の出し方が３通りと決
まっているので、誰が勝って誰が負けるかの場合分けをしっかりやると易しい問題であ
る。（２）では、６人でじゃんけんしたときに１人、２人が勝つ確率を求め、その後、あい
こになる確率を求める。（１）を踏まえて、勝つ人の選び方を組み合わせの公式で求め
ればよいと分かれば易しい。あいこの確率は、この日程の全問題の中でも最も解きに
くいかもしれない。場合の数、確率は有名なテーマがいくつかあるので、そういった有
名問題の対策をしっかり行いたい。

教科書の
基礎レベルの
問題

グラフを図示して
条件を立式

図形と計量の
定番の問題

じゃんけんに
ついての確率

問 出題内容 分析・解法のポイント 小問数 配点

12 25点

16 25点

14 25点

13 25点

夏休みまでは教科書や傍用問題集の基本・標準問題を中心に学習する。基本的な定義や定理、計算知識を定着
させておくこと。特に「２次関数」の平方完成や、「図形と計量」の正弦定理・余弦定理は頻出であるため、最優先
で演習したい。演習を重ねて、素早く、かつ正確に計算式を展開できるようにしておくこと。

秋からは過去問を解いて、実際に入試問題に慣れておく。問題演習を通して、基礎の定着が十分であるかを確認
しておくこと。自分の苦手分野、演習が不十分な箇所を把握できたら、教科書や傍用問題集に戻り再度確認・演
習するとよい。また、本試験と近いレベルの誘導問題であることから、2020年まで実施されていたセンター試験
の過去問にも挑戦するとよい。

入試直前は、時間配分や問題の解く順番を意識した過去問演習を行い、本番の形式に慣れておく。試験時間は
60分なので、大問全体を50分程度で解けるように演習するとよい。自分の得意な単元を優先する、苦手な単元
や解くのに時間がかかる問題は後回しにするといった優先順位も意識しておくこと。

①基礎力をつける

②苦手分野を
　克服する

③本番を想定した
　演習を

【I】

【II】

【III】

【IV】

２次関数・三角比・確率の分野が頻出
解答の数値を直接マークする形式
難易度は基本レベルから標準レベル

全体概観

試験時間：60分 満点： 100点 解答方式 ： マークセンス方式

出題傾向表（過去３年間）

おすすめの大問別
解答順序と時間配分

【Ⅰ】（15分）→【Ⅱ】（12分）→【Ⅲ】（12分）→【Ⅳ】（12分）→＜見直し＞（9分）
解答順序は状況次第。基本的に各大問を順番に解答すればよく、もしわからない部分があれば、解
答できるほかの大問を優先して解答するべき。急がず確実に正答できるようにすべき。

【I】 小問集合（数と式・三角比・整数の性質）【II】 2次関数（総合問題）

【III】図形と計量（総合問題） 【IV】確率（総合問題）

（１）は無理数の整数部分と小数部分を計算し、その値を代入して様々な式の値を計
算する。整数部分と小数部分の求め方と、分母の有理化の仕方を覚えておきたい。
（２）は三角比の相互性質と180°-θの三角比の値を答える問題。相互性質や、
90°-θ、180°-θの三角比の結果を覚えておきたい。（３）は13の整数乗の一の位の
数に関する整数問題。合同式を効果的に使えると易しいが、合同式は数学Aの末端
分野に載っているため、対策できていないと難しい。いずれも難易度は教科書の基
本レベルから標準レベルの問題。
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公募制推薦試験（前期）

〔11月9日〕
［基礎素養検査（国語素養）］

［基礎素養検査（英語素養）］

17



公募制推薦 国語公募制推薦 国語

公
募
制
推
薦 

国
語

公
募
制
推
薦 

国
語

1918

現在著作権処理中のため

非公開にしております。



2025年度 入学試験問題公募制推薦試験（前期）    国語 2025年度 入学試験問題 公募制推薦試験（前期）    英語

公
募
制
推
薦 

英
語

公
募
制
推
薦 

国
語

2120

現在著作権処理中のため
非公開にしております。



2025年度 入学試験問題

公募制推薦試験（前期）

〔11月10日〕
［基礎素養検査（数学素養）］

公募制推薦 英語

公
募
制
推
薦 

英
語

2322



2025年度 入学試験問題 公募制推薦試験（前期）    数学 公募制推薦 数学

公
募
制
推
薦 

数
学

公
募
制
推
薦 

数
学

2524



一般試験・前期〔1月22日〕

［国語総合・現代文B］

［英語］

［日本史］

［世界史］

［政治・経済］

［数学Ⅰ・数学A］

27



一般前期 国語一般前期 国語

一
般
前
期 

国
語

一
般
前
期 

国
語

2928

現在著作権処理中のため

非公開にしております。



2025年度 入学試験問題一般試験・前期 国語一般前期 国語

一
般
前
期 

国
語

一
般
前
期 

国
語

3130

現在著作権処理中のため
非公開にしております。

現在著作権処理中のため
非公開にしております。



2025年度 入学試験問題 一般試験・前期 英語 一般前期 英語

一
般
前
期 

英
語

一
般
前
期 

英
語

3332



一般前期 英語 2025年度 入学試験問題 一般試験・前期 日本史

一
般
前
期 

日
本
史

一
般
前
期 

英
語

3534



一般前期 日本史一般前期 日本史

一
般
前
期 

日
本
史

一
般
前
期 

日
本
史

3736



一般前期 日本史 2025年度 入学試験問題 一般試験・前期 世界史

一
般
前
期 

世
界
史

一
般
前
期 

日
本
史

3938



一般前期 世界史一般前期 世界史

一
般
前
期 

世
界
史

一
般
前
期 

世
界
史

4140



2025年度 入学試験問題 一般試験・前期 政治・経済 一般前期 政治・経済

一
般
前
期 

政
治
・
経
済

一
般
前
期 

政
治
・
経
済

4342



一般前期 政治・経済一般前期 政治・経済

一
般
前
期 

政
治
・
経
済

一
般
前
期 

政
治
・
経
済

4544



2025年度 入学試験問題 一般試験・前期 数学 一般前期 数学

一
般
前
期 

数
学

一
般
前
期 

数
学

4746



一般試験・前期〔1月23日〕

［国語総合・現代文B］

［英語］

［日本史］

［世界史］

［政治・経済］

［数学Ⅰ・数学A］

49



一般前期 国語一般前期 国語

一
般
前
期 

国
語

一
般
前
期 

国
語

5150

現在著作権処理中のため

非公開にしております。



2025年度 入学試験問題一般試験・前期 国語一般前期 国語

一
般
前
期 

国
語

一
般
前
期 

国
語

5352

現在著作権処理中のため

非公開にしております。

現在著作権処理中のため

非公開にしております。



2025年度 入学試験問題 一般試験・前期 英語 一般前期 英語

一
般
前
期 

英
語

一
般
前
期 

英
語

5554



一般前期 英語 2025年度 入学試験問題 一般試験・前期 日本史

一
般
前
期 

日
本
史

一
般
前
期 

英
語

5756



一般前期 日本史一般前期 日本史

一
般
前
期 

日
本
史

一
般
前
期 

日
本
史

5958



一般前期 日本史 2025年度 入学試験問題 一般試験・前期 世界史

一
般
前
期 

世
界
史

一
般
前
期 

日
本
史

6160



一般前期 世界史一般前期 世界史

一
般
前
期 

世
界
史

一
般
前
期 

世
界
史

6362



2025年度 入学試験問題 一般試験・前期 政治・経済 一般前期 政治・経済

一
般
前
期 

政
治
・
経
済

一
般
前
期 

政
治
・
経
済

6564



一般前期 政治・経済一般前期 政治・経済

一
般
前
期 

政
治
・
経
済

一
般
前
期 

政
治
・
経
済

6766



2025年度 入学試験問題 一般試験・前期 数学 一般前期 数学

一
般
前
期 

数
学

一
般
前
期 

数
学

6968



一般試験・前期
〔1月22日,　1月23日〕

［国語総合・現代文B］

［英語］

［日本史］

［世界史］

［政治・経済］

［数学Ⅰ・数学A］

公募制推薦試験（前期）
〔11月9日,　11月10日〕

［基礎素養検査（国語素養）］

［基礎素養検査（英語素養）］

［基礎素養検査（数学素養）］

解 答 例

※11月10日のみ

※11月9日のみ

※11月9日のみ

71



2025年度 公募制推薦試験（前期）
基礎素養検査　解 答 例

2025年度 一般試験・前期
解 答 例（国語、英語、日本史）

解答
番号

国語素養

11月9日
6
1
5
4
4
1
2
4
3
2
1
1
2
2
6
4
3
4
1
3
2
4
1
1
2
1
2
5
4
3
4
1
2
5
3
2
4
1
5
3

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

解答
番号

英語素養

11月9日
3
1
4
1
2
4
1
2
2
1
1
2
2
1
8
3
2
6
7
5
4
3
2
3
3
2
4
1
3
2

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

解答
番号

数学素養

11月10日
4
0
2
0
2
3
3
7
8
3
5
2
5
6
5
-
6
9
2
3
1
-
2
1
9
0
4
2
6
3
7
3
3
1
4
3
3
3
5
3
9
3
4
5
8
2
4
1
4
1
0
2
1
3
2
1
1
1
2
1

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60

解答
番号

国語

1月22日 1月23日
3
1
5
4
3
1
4
5
2
4
3
5
2
4
3
5
4
1
3
2
4
2
1
4
3
3
1
5
1
4
2
7
2
2
5
1
3

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41

2
4
6
1
5
4
1
2
1
2
2
1
1
4
5
3
2
4
6
3
5
4
2
2
1
4
2
3
3
4
2
5
3
1
6
2
4
5
1
6
7

解答
番号

英語

1月22日 1月23日
4
3
1
2
3
4
1
1
2
1
2
4
2
2
3
2
4
2
4
4
4
3
4
4
3
4
3
4
4
2
1
3
1
1
2
1
4
2

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38

1
3
4
3
2
4
2
1
2
1
2
1
4
1
2
3
4
2
1
3
3
3
2
3
4
4
3
3
2
1
4
3
1
2
2
3
4
1

解答
番号

日本史

1月22日 1月23日
3
3
2
3
1
1
4
3
1
1
2
2
4
1
3
4
3
2
2
1
4
1
1
4
1
4
2
3
4
3
1
4
2
2
3
1
2
4
2
3
4
3

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42

1
4
3
1
2
3
2
3
1
6
1
4
1
3
2
4
2
2
3
3
4
3
1
3
2
3
3
2
3
2
4
1
4
4
1
5
3
1
4
3
2
3

解
答
例

解
答
例
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2025年度 一般試験・前期
解 答 例（世界史、政治・経済、数学）

解答
番号

世界史

1月22日 1月23日
2
3
4
1
2
4
1
1
4
1
2
3
6
3
2
1
2
2
2
3
2
4
3
4
1
4
3
4
2
3
1
3
2
3
3
1
3
1
1
3

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

2
1
2
3
3
4
3
1
2
1
1
4
2
1
4
1
2
3
3
2
1
2
1
1
3
3
4
4
1
3
3
2
3
1
1
4
1
2
4
2

解答
番号

政治・経済

1月22日 1月23日
1
6
3
1
3
3
4
1
2
4
4
3
1
4
2
3
1
3
4
3
2
3
7
3
6
4
2
1
3
2
3
4
3
2
1
4
3
1
2

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39

1
3
2
4
2
6
3
8
1
1
2
4
3
1
2
3
1
1
3
4
1
4
6
2
1
2
2
1
2
3
2
2
5
2
1
1
4
4
2

解答
番号

数学

1月22日 1月23日
5
9
6
4
7
7
4
7
3
3
4
9
2
1
2
1
0
1
5
-
8
4
8
4
0
3
7
1
2
0
1
3
3
1
5
1
6
1
3
4
1
9
1
3
2
8
1
5
8
1
1
8
1

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53

2
1
4
3
1
3
2
4
9
0
1
5
3
3
1
1
3
5
4
9
2
5
3
4
1
2
6
0
3
2
6
3
2
4
3
1
1
7
5
3
8
3
1
6
3
5
1
2
8
5
1
2
8

解
答
例
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